
令和４年度　評価規準 学校名：江戸川区立東葛西中学校　　

教科 社会 学年 第１学年 単元のまとまりの評価規準

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 日本の地域構成について，よりよい社

会の実現を視野にそこで見られる課題を

主体的に追究しようとしている。

世界の姿 9

・地球表面の様子を地球儀や世界地図を活用し

てとらえさせ、地球上の位置の表し方や、球面

上の位置関係をとらえる技能や知識を身につけ

させる。

・世界の地域構成について、緯度と経

度、大陸と海洋の分布、おもな国々の名

称と位置、地域区分などを理解し、その

知識を身につけている。

・世界の地域構成について、緯度と経

度、大陸と海洋の分布、おもな国々の名

称と位置、地域区分などをもとに多面

的、多角的に考察し、その結果や過程を

適切に表現している。

・世界の地域構成について，よりよい社

会の実現を視野にそこで見られる課題を

主体的に追究しようとしている。

日本の姿 6

・我が国の国土の位置、世界各地との時差、領

域の特色と変化、地域区分などから、日本の地

域構成を大観させる。

・日本の地域構成について、国土の位

置、世界各地との時差、領域の特色と変

化、地域区分などを理解し、その知識を

身につけている。

・日本の地域構成を、国土の位置、世界

各地との時差、領域の特色と変化、地域

区分などをもとに多面的、多角的に考察

し、その結果や過程を適切に表現してい

る。

・ 歴史の表現方法や歴史的な見方・考

え方について，そこで見られる課題を主

体的に追究，解決しようとしている。

古代までの日本 26

・世界の諸地域について，よりよい社会

の実現を視野にそこで見られる課題を主

体的に追究しようとしている。

世界各地の人々の生活と

環境
7

・世界各地のおける人々の生活のようすとその

変容について。自然及び社会的条件と関連付け

て考察させ、世界の人々の生活や環境の多様性

を理解させる。

・世界各地の人々の生活と環境の多様性

を自然及び社会的条件と関連付けた人々

の生活のようすとその変容を理解し、そ

の知識を身につけている。

・世界各地の人々の生活と環境の多様性

を自然及び社会的条件と関連付けた人々

の生活のようすとその変容をもとに多面

的、多角的に考察し、その結果や過程を

適切に表現している。

・世界各地の人々の生活と環境につい

て，よりよい社会の実現を視野にそこで

見られる課題を主体的に追究しようとし

ている。

世界の諸地域 42

・世界の諸地域について、各州にくらす人々の

生活のようすを的確に把握できる社会的事象か

ら、それぞれの州の地域的特色を理解させる。

世界の様々な地域の調査を行う。

・世界の諸地域の特色を各州にくらす

人々の生活のようすを的確に把握できる

主題をもとに地域的特色を理解し、その

知識を身につけている。

・世界の諸地域の特色を各州にくらす

人々の生活のようすを的確に把握できる

主題をもとに多面的、多角的に考察し、

その結果や過程を適切に表現している。

歴史のとらえ方 3

・生徒の関心ある主題についてまとめる作業的

な活動を通して、時代の移り変わりに気づかせ

る。 

  

・まとめた主題から、歴史的なとらえ方

ができ、時代の大きな移り変わりを理解

している。

・わが国の歴史について、時代の大きな

移り変わりを多面的・多角的に考察して

いる。

・人類の出現や古代文明の発生、日本列

島における人々の生活の変化について、

多面的・多角的に考察している。

・古代までの日本の国家形成と天皇・貴

族の政治やそのころの文化などから課題

を見出し、大きな歴史の流れと時代の特

色について考察している。

・古代までの日本について，よりよい社

会の実現を視野にそこで見られる課題を

主体的に追究，解決しようとしている。

・ 律令国家の形成，古代の文化と東ア

ジアとの関わりついて，そこで見られる

課題を主体的に追究，解決しようとして

いる。

・ 中世の日本について，よりよい社会

の実現を視野にそこで見られる課題を主

体的に追究，解決しようとしている。

・日本列島における人々の生活の変化、

国家の形成と天皇・貴族の政治の展開の

あらましについて、東アジアの歴史を背

景に理解し、その知識を身につけてい

る。

・古代における日本の文化の特色など

を、東アジアの歴史を背景に理解し、そ

・日本列島において人々の生活が始まり、やが

て国家が形成されていった過程のあらましを、

東アジアの動きと理解させる。

・大陸の制度を積極的に取り入れながら国家の

しくみが整えられ、その後、天皇・貴族の政治

を展開したわが国の歴史の流れを捉えさせる。

中世の日本 12

・武家政権成立後の文化や社会の動向に関心を

持たせ、様々な視点から考えさせる。東アジア

世界との密接な関係を理解させる。

・天皇・貴族中心の政治から、東アジア

世界との関わりを背景に理解し、その知

識を身につけている。

 ・中世の文化の特色や社会の動向を文

化の担い手と関連させて、多面的・多角

的に考察している。



令和４年度　評価規準 学校名：江戸川区立東葛西中学校　　

教科 社会 学年 第２学年 単元のまとまりの評価規準

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・日本の地域的特色と地域区分につい

て，よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究しよう

としている。

身近な地域の調査 6

・生徒が生活している土地に対する理解と関心

を深めて地域の課題を見いだし、地域社会の形

成に参画しその発展に努力しようとする態度を

養い、市町村規模の地域調査を行う際の視点や

方法、地理的なまとめ方や方法の基礎をみにつ

・身近な地域の調査について、地理的

特色や地域の課題とともに、身近な地

域の調査を行う際の視点や方法、地理

的なまとめ方や発表の方法を理解し、

その知識を身につけている。

・身近な地理的事象から課題を見いだ

し、身近な地域の調査を行う際の視点

や方法をもとに多面的、多角的に考察

し、その課程や発表の方法により適切

に表現している。

・地域調査の手法について，よりよい

社会の実現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究しようとしている。

日本の地域的特色 16

・世界的視野や日本全体の視野からみた我が国

の国土の特色を、自然環境、人口、資源、エネ

ルギーと産業、地域間の結びつきの視点から大

観させる。

・世界と比べた日本の地域的特色につ

いて、世界的視野や日本全体の視野か

らみた自然環境、人口、資源、エネル

ギーと産業、地域間の結びつきを理解

し、その知識を身につけている。

・世界と比べた日本の地域的特色を世

界的視野や日本全体の視野からみた自

然環境、人口、資源、エネルギーと産

業、地域間の結びつきをもとに多面

的、多角的に考察し、その結果や過程

を適切に表現している。
・日本の諸地域について、自然環境、

歴史的背景、産業、環境問題や環境保

全、人口や都市・村落、生活・文化、

他地域との結びつきのいずれかを中核

とした考察の仕方をもとに地域的特色

を理解し、その知識を身につけてい

・日本の諸地域の地域的特色を、自然

環境、歴史的背景、産業、環境問題や

環境保全、人口や都市・村落、生活・

文化、他地域との結びつきのいずれか

を中核とした考察の仕方をもとに多面

的、多角的に考察し、その結果や過程

・日本の諸地域について，よりよい社

会の実現を視野にそこで 見られる課題

を主体的に追究しようとしている。

近世の日本

○ヨーロッパ人との出会いと

全国統一

12

・統一事業を通して、新しい安定した社会が長

く続いたことを理解させる。 

  

 

・海外との交渉が限定された時期へと移ってい

・これまでの武家社会とは異なる近世

社会の成立と、その後の社会の変化や

政治の展開を、わが国の歴史とかかわ

る世界の歴史を背景に理解している。

・近世社会の成立と、その後の社会の

変化や政治の動向から課題を見いだ

し、歴史の流れと時代の特色を様々な

観点から、多面的・多角的に考察して

いる。

・これまでの武家社会とは異なる近世

社会の成立とその後の社会の変化や政

治の展開に対する関心を高め、意欲的

に追究している。

日本の諸地域 38

・それぞれの地域について、自然環境、歴史的

背景、産業、環境問題や環境保全、人口や都

市・村落、生活・文化、他地域との結びつきの

いずれかを中核とした考察をもとにして地域的

特色をとらえさせる。

社会の変動や政治改革開を、わが国の

歴史とかかわる世界の歴史を背景に理

解している。

・町人文化が都市を中心に形成された

ことを多面的・多角的に考察してい

る。

・ 欧米における近代社会の成立につい

て，そこで見られる課題を主体的に追

究，解決しようとしている。

・●明治維新と近代国家の形成，議会

政治の始まりと国際社会との関わりに

ついて，そこで見られる課題を主体的

に追究，解決しようとしている。

開国と近代日本の歩み

○欧米の進出と日本の開国

○明治維新

15

・欧米諸国で近代社会が形成されたあらましを

理解させる。

・欧米諸国のアジア進出を背景に、開国とその

影響を理解させる。

・近代社会の基礎が整えられたとに気づかせ

る。

・欧米諸国のアジア進出の背景を資料

（教科書の絵など）を見ながら説明で

きる。

・新政府の改革や憲法制定までの歩み

を年表や教科書の絵などを見ながら説

明できる。

・欧米のアジア進出の背景を考察する

ことができる。

・幕末の政治の推移を外交・経済など

との関わりから多面的に考察できる。

・近世の日本について，よりよい社会

の実現を視野にそこで見られる課題を

主体的に追究，解決しようとしてい

る。

・ 江戸幕府の成立と対外関係につい

て，そこで見られる課題を主体的に追

近世の日本

○江戸幕府の成立と鎖国

○産業の発達と幕府政治の動

き

18

・安定した社会が次第に変化し、行き詰まって

いく原因について、社会のしくみや経済の変化

を考えさせる



令和４年度　評価規準 学校名：江戸川区立東葛西中学校　　

教科 社会 学年 第３学年 単元のまとまりの評価規準

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・ 冷戦下の国際社会，日本の経済の発

展について，そこで見られる課題を主体

的に追究，解決しようとしている。

二度の世界大戦と日本

○第一次世界大戦とアジア・

日本

○世界恐慌と日本の中国侵略

○第二次世界大戦と日本

15

・第一次、第二次世界大戦における戦争までの

経過と、大戦が人類に及ぼした被害を理解す

る。

・世界の動きと日本との関連や戦争に向かう時

期の社会や生活の変化などに着目して、多面

的・多角的に考察して表現する。

・二度の大戦による世界や日本の変化について

・ロシア革命と米参戦の意義を理解してい

る。

・大正デモクラシーの意義を理解している。

・不景気と社会運動の関連性を理解してい

る。

・満州事変後の日本の立場の変化を理解して

いる。

・二度の大戦の特色について、比較に

よって考えている。

・日本が参戦した狙いについて考えてい

る。

・国際協調と民族運動の背景について考

えている。

・戦時体制が作られる過程について考え

・現在の文化へのつながりを通して大正

文化への関心を深めている。

・二度の大戦前後の特色について意欲的

に考えている。

・世界恐慌の影響への関心を高めてい

る。

・戦争の惨禍から国際協調と国際平和の
現代の日本と世界

12

・戦後の民主化と国際社会への復帰の経過を世

界の動きと関連づけて理解させる。

・民主化政策や憲法の制定について説明でき

る。

・世界の動きの中に日本の戦後の歩みを位置

づけることができる。

・占領政策のねらいを資料から考察でき

る。

・高度経済成長の良い面と悪い面を公正

に判断できる。

・私たちがより良い社会を築いていくた

めに解決すべき課題について，現代社会

に見られる課題の解決に向けて自らの学

習を振り返りながら取り組み，主体的に

社会に関わろうとしている。

国際社会の仕組み

14

・戦争防止と世界平和を願い，協力していく態

度を育てるとともに，国際平和に対する日本の

国際貢献の在り方について様々な角度から学習

させる。

・国際連合をはじめとする国際機構が果たして

・紛争の解決のために国際連合をはじめとす

る国際機構が果たしている役割を理解し，そ

の知識を身に付けている。

・複数の資料を比較したり関連付けたり

しながら的確に解釈し，国際社会の抱え

る課題を読み取っている。

・世界平和と人類の福祉の増大につい

て，現代社会に見られる課題の解決に向

けて自らの学習を振り返りながら取り組

み，主体的に社会に関わろうとしてい

る。
これからの地球社会と日本

6

・持続可能な社会を形成するために解決すべき

課題を見いだし，それを意欲的に探究させる。

・持続可能な社会を形成するために，自分たち

に何ができるかを考えさせることを通して，社

会参画するための手がかりを得させる。

・持続可能な社会を形成するために解決すべ

き課題と，その解決策を，これまでの社会科

の学習で取り上げた知識と関連付けて理解し

ている。

・持続可能な社会を形成するために解決

すべき課題を，地理的分野と歴史的分野

の学習内容も踏まえて多面的・多角的に

考察している。

・国民の生活と政府の役割について，現

代社会に見られる課題の解決に向けて自

らの学習を振り返りながら粘り強く取り

組み，主体的に社会に関わろうとしてい

る。

消費経済と市場経済

16

・経済に対する関心を高め，“かしこい”消費生

活の在り方や消費者としての自立について考え

させる。

・身近な消費生活をもとに，暮らしと経済の関

係に気付かせるとともに，その背景にある流通

の役割について理解させる。

・消費者の権利の重要性と，消費者を守り，消

費者の自立を支援する消費者行政の意義につい

・消費者の権利と契約，消費者問題，流通の

役割について理解し，その知識を身に付けて

いる。

・消費生活や流通に関する様々な事例を

もとに，経済活動における選択や，消費

者の権利と自立，流通の役割について多

面的・多角的に考え，その過程や結果を

適切に表現している。

・ 市場の働きと経済について，現代社

会に見られる課題の解決を視野に主体的

に社会に関わろうとしている。

財政と国民の福祉

6

・国民生活と福祉の向上を図るために，国や地

方公共団体が果たしている経済的役割について

考えさせる。

・少子高齢社会と社会保障の充実，日本経済の

発展と課題など，経済上の諸課題に関心を持た

せ，多面的・多角的に考察させる。

・国や地方公共団体が果たしている役割につ

いて，具体的に調査を通じて理解し，知識を

身に付けている。

・国や地方公共団体が果たしている経済

的役割について，多面的・多角的に考

え，公正に判断している。

・民主政治と政治参加について，現代社

会に見られる課題の解決に向けて自らの

学習を振り返りながら取り組み，主体的

に社会に関わろうとしている。

人権と日本国憲法

18

・具体的な活動を通して、人権という考え方の

意味と人権尊重への視点、現代社会と人権につ

いて意欲的に追及させる。

・日本国憲法制定の意義を、憲法の基本原理に

ついて理解させるとともに、天皇の地位につい

て理解させる。

・人間尊重の考え方が法によって保障されて

いること、日本国憲法の基本原理と現代社会

における意義、天皇の地位と国事行為の特色

について理解し、その知識を身につけてい

る。

・日本国憲法の基本原理に関わる諸課題

について、その問題点や解決への方向性

を、多面的・多角的に考察し、その過程

を適切に表現している。

・具体的な事例を基に，日本国憲法が大

切にされてきた理由を，自らの学習を振

り返りながら考察することを通して，主

体的に社会に関わろうとしている。

現代の民主政治

30

・国民の積極的な政治参加が議会制民主主義を

支えていることに気付かせ，政治に関心を持

ち，積極的にかかわっていこうとする態度を育

てる。

・政党の役割や選挙制度，世論などの政治参加

の仕組みについて多面的・多角的に考察させ，

政治参加の在り方について自分の考えを表現さ

せる。

・多数決の原理と運用の在り方，選挙制度，

政党や世論の役割などについて理解し，その

知識を身に付けている。

・選挙をはじめとする国民の政治参加が

民主政治を支えていることに気付き，望

ましい政治参加の在り方について，資料

や話し合いなどを通じて多面的・多角的

に考え，それをわかりやすく表現してい

る。

・現代社会を捉える枠組みについて，現

代社会に見られる課題の解決を視野に，

主体的に社会に関わろうとしている。

現代社会の特色と私たち生活

と文化

10

・現代日本の特色として、グローバル化、情報

化、少子高齢化などが見られることを理解させ

る。

・具体的な事例をもとに、グローバル化、情報

化、少子高齢化が政治、経済、国際関係に影響

を与えていること、またそれらが互いに関連

・現代日本の特色としてグローバル化、情報

化、少子高齢化などがあることを理解し、そ

の知識を身に付けている。

・科学、宗教、芸術など、文化には様々な領

域があることに気づき、それらが社会生活の

様々な場面で影響を与えていることを理解し

・グローバル化、情報化、少子高齢化な

どが政治、経済、国際関係に影響を与え

ることについて、様々な資料をもとに、

多面的・多角的に考察し、その家庭や結

果を適切に表現している。

・日本の伝統と文化について、身近な生

・私たちが生きる現代社会と文化の特色

ついて，現代社会に見られる課題の解決

を視野に主体的に社会に関わろうとして

いる。

・現代社会を捉える枠組みについて，現

代社会に見られる課題の解決を視野に主
現代社会の見方や考え方
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・人間は本来社会的存在であることに着目さ

せ、社会生活における物事の決定の仕方やきま

りの意義について具体的に考えさせる。

・社会の一員として、契約の重要性やそれを守

ることの意義及び個人が果たすべき責任につい

て気付かせる。

・身近な事例を通して、対立と合意、効率と公

・社会生活における物事の決定の仕方、きま

りの意義と必要性、現代社会をとらえる見方

や考え方の基礎としての対立と合意、効率と

公正などについて、社会の形成者としての立

場から理解し、その知識を身につけている。

・具体的な事例をもとに、社会生活にお

ける物事の決定の仕方や決まりの意義に

ついて、対立と合意、効率と公正などの

側面から多面的・多角的に考察し、その

過程や結果を適切に表現している。

・ 明治時代の風刺画を通して、日本の

政治や国際的地位の変化への関心を高め

ている。

・日本の発展や国際的地位の向上の過程

について意欲的にまとめている。

開国と近代日本の歩み

○日清・日露戦争 と近代産業
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・立憲制の国家が成立するとともに、日本の国際的な

地位が向上したことを理解する。

・大陸との関係や国内の社会状況や国際情勢との関わ

りなどと関連付けながら、立憲制国家の成立や国際的

地位の向上について多面的・多角的に考察して表現す

る。

・立憲制国家の成立や国際的地位向上の過程や結果に

・日清戦争の国際情勢を資料から読み取って

いる。

・東アジアの情勢から、日露戦争の原因を理

解している。

・日露戦争の勝利の影響を理解している。

・大日本帝国憲法の意義について考えて

いる。

・条約改正への世論の高まりの背景につ

いて考えている。

・日露戦争の成果と課題について考えて

いる。


